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 事業概要 

二重反転ロータの空力特性に関する研究 
 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

回転翼解析ツールの実行に必要であるため. 
 

 今年度の成果 

次世代回転翼機に用いられる二重反転ロータについて回転翼用 CFD ツールによる数値解析を行い, 
複数の知見を得た.  
【1】遷移モデルが回転翼に対する CFD 解析に有効であることを示した. 遷移モデルによりブレー
ド上の粘性抵抗に対する予測精度が向上する(図 1).  
【2】二重反転ロータに対する数値解析により, 二重反転ロータの飛行パラメータであるリフト・オ
フセットがロータに発生する推力変動の大きさを制御可能であることが明らかにした(図 2). 飛行条
件に応じた適切なリフト・オフセットを選択することで推力変動の低減が可能である.  
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図 スパン方向位置 におけるブレード上面の粘性抵抗の
コード方向分布 青線は遷移モデルなし 乱流モデルのみ の結果を 赤線
は遷移モデルあり 乱流モデル 遷移モデル の結果を表す ～ コード
位置(0.0≦x/c≦0.5)においてモデルによる結果の差が大きい 遷移モデル
を適用することにより特にブレード前縁部の粘性抵抗に関する予測精度の

向上が見られる

図 方位角Ψに対する推力CT/σの推移 推力は方位角に応じて周期
的に変動をする また リフト・オフセット により推力の変動の振幅

の大きさは変化し 変動が低減している
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